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はないが，公募テーマの詳細について意見を求められる
ことがある．また，公募要領（案）の確認を行う．

（2）公募要領，審査項目・基準（案），審査委員選定基 

 準（案）の作成

　文部科学省が作成し，POは確認の上，必要に応じて
意見を述べる．審査項目・基準は公募要領に盛り込まれ
る．審査委員選定基準は，公募プログラムの趣旨・目的
と内容に基づいて作成される．

（3）審査 WG 構成の提案，WG 主査・審査委員候補の 

 推薦

　POが提案・推薦し，文部科学省が確認した後，審査
部会が決定する．また，各WGの審査委員は，主査も
確認する．
　審査委員候補は，公募プログラムの趣旨・目的および
テーマに応じて，必要とされる専門スキルや経験等を当
該審査WGの構成委員全体でカバーするように推薦す

る．その上で，年齢・性別・地域・所属（産学官，大学
の場合には国公私立，等）について，バランスよく構成
されるよう配慮する．委員の数は，各WGにつき，10

名程度である．ただし，委員を依頼しても都合がつかず
に断られることを考慮し，各専門分野等のカテゴリで 

1～ 2名程度の代替候補を推薦しておく．
　推薦は，PO自身の属する研究コミュニティ等で活躍
している研究者や有識者等に加えて，著名誌に論文等が
掲載されている研究者，科学技術振興調整費における過
去の審査／評価委員，他の競争的資金や各種審議会・委
員会における委員経験者，関連学会の委員経験者，各大
学の研究教育活動従事者，既採択課題の実施者等を対象
に，主として公開情報をもとに，審査委員選定基準に基
づいて行う．

（4）審査委員への説明

　公募・審査において POが担う最も重要な役割の 1つ

評価関係 フォローアップ関係
始開題課続継  ）き続（GW回1第　

CSTPによる審査結果確認
審査結果通知・公表

　成果報告書提出締切

整調算積題課規新    認確の版正修書案提

    新規課題財務省協議

　　新規課題開始

　評価WG委員推薦
　評価部会による評価方法等決定
　書面評価

   公募プログラムの設計 　第1回WG

　　第2回WG（ヒアリング）

　　評価結果取りまとめ
　　PD・PO会議
　　評価部会による結果決定

会照認誤実事のトンメコ価評　会明説地現

公募開始
　　CSTPによる評価結果確認
　　評価結果通知・公表

審査WG構成案の策定
　 継続課題積算調整

（PD・PO会議）
審査WG委員推薦

議協省務財題課続継　 定決等法方査審るよに会部査審切締募公

　第1回WG 成果報告書作成依頼

書面審査
PD・PO会議

　第2回WG（ヒアリング）
　審査結果取りまとめ
　PD・PO会議
　審査部会による結果決定

公募・審査関係

12月

1月

2月

3月

8月

9月

10月

11月

4月

5月

6月

7月

事前準備
（成果報告書
様式の検討）

POによる成果報
告書確認，修正
依頼

年次計画，実施体制など
基本的枠組みの整備状況
の把握

年度中間の課題進捗状況
等の把握

年度末までの課題進捗状
況等の把握

注） 継続課題：複数年で実施される課題であり，2 年目以降のもの．
　   積算：研究開発等の年間計画に基づき，予算を積み上げること．各年度の予算は，財務省の承認を経て確定する．

表 -2　科学技術振興調整費における年間スケジュール概要


